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（仮訳） 

グローバルなシステム上重要な保険会社(G-SIIs) リストの 2015 年更新 

2015 年 11 月 3 日 

1. 2011 年 11 月、金融安定理事会（FSB）は、システム上重要な金融機関（SIFIs）

に関するシステミックリスク及びモラルハザードリスクに対処するための一

連の政策措置を公表した。2013 年 7 月、FSB は、保険監督者国際機構（IAIS）

及び各国当局との協議のもと、IAIS によって開発された選定手法を用いて、グ

ローバルなシステム上重要な保険会社（G-SIIs）9 社の当初リストを指定し、

これら 9社の G-SIIs に対して適用される政策措置を特定した。 

2. 2013 年 7 月の報告書では、G-SIIs のグループは、新しいデータに基づき、毎

年更新され、2014 年 11 月以降、毎年 11 月に FSB により公表されることとされ

ている。2014 年 11 月、FSB は、IAIS 及び各国当局と協議し、2013 年に G-SIIs

に特定された 9 社を、2014 年版 G-SIIs として特定し、選定手法の更なる開発

を行うまでは、再保険会社の G-SII としての取り扱いに関する判断を延期する

ことを決定した。 

3. 2015 年については、FSB は、IAIS による今年の G-SII 選定作業ならびに IAIS

及び各国当局との協議を経て、2014 年末時点のデータと 2013 年 7 月に IAIS

が公表した手法を用いて、9社の元受保険会社を G-SIIs として特定した。2014

年の G-SII グループと比較すると、リストに１社が追加され、１社が除外され

た（別添Ⅰ）。リスト上の保険会社の変更は、該当する保険会社によって行わ

れた活動の水準及び種類の変化と監督上の裁量の組み合わせを反映したもの

である。 

4. IAIS は、2015 年 11 月末に、G-SII の選定手法の開発計画に関する市中協議文

書を公表する予定である。改定された G-SII の選定手法は、2016 年から適用さ

れる予定である。 

5. IAIS は、 FSB の 2013年 7月のプレスリリースに記載されているように、G-SIIs

に対して適用される政策措置の更なる開発を続けており、9月 25 日の FSB での

承認を経て、10 月 5 日に公表された「上乗せ資本要件」（HLA）の当初案の開

発を完了した。「上乗せ資本要件」（HLA）は、2019 年 1 月から、更に発展し

た選定手法及び最新のデータに基づき 2017 年 11 月に特定される G-SIIs に対

して適用される。「上乗せ資本要件」（HLA）は、2019 年の実施の前に、IAIS

によるG-SIIの選定手法及び保険の資本要件に関する更なる作業を反映するた

め、検証される予定である。 
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6. G-SIIs は、以下の要件の適用も受ける。 

グループ全体の持株会社に対する直接的な権限やシステミックリスク管理

計画および流動性管理計画の策定・実施の監視を含む、強化されたグルー

プ全体の監督。 

グループ全体の破綻処理計画および破綻処理可能性の定期的評価。加えて、

各 G-SII の破綻処理可能性は、各社の危機管理グループ内の上位の政策立

案者による FSB のハイレベルの「破綻処理可能性評価プロセス」（RAP）に

より検証される。 

新たに特定された G-SIIs がこれらの要件を充足するための予定表は別添２

に定めるとおり。 
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別添１ 

2015 年 G-SIIs 選定作業の結果として特定された G-SIIs  

（アルファベット順） 

Aegon N.V. 

Allianz SE 

American International Group, Inc. 

Aviva plc 

Axa S.A. 

MetLife, Inc. 

Ping An Insurance (Group) Company of China, Ltd. 

Prudential Financial, Inc. 

Prudential plc 
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別添２ 

新たに特定された G-SIIs の破綻処理計画、システミックリス

ク計画及び流動性計画の実施に関する予定表 

G-SII の要件 
G-SIIの特定日から作業完了まで

の期限 

危機管理グループ（CMG）の設置 6ヶ月 

再建計画の策定 12ヶ月 

破綻処理戦略に基づく破綻処理計

画の策定と CMG 内の見直し 
18ヶ月 

個社特有のクロスボーダー協力取

り極めの合意 
18ヶ月 

CMG 内の破綻処理可能性の評価の実

施 
24ヶ月 

システミックリスク管理計画 12ヶ月 

流動性の管理及び計画 12ヶ月 


